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お客様

いつもJFFICメールマガジンをご愛顧いただき誠にありがとうございます。
当メールマガジンは当会の各部持ち回りで執筆しております。
今号は私の所属する総務部が担当させていただきます。

●10月18日は何の日？
　
　10月は衣替えの時節です。まだまだ日中は暖かくネクタイが邪魔に思える日が続いてお
りますが
　夜は随分と気温も下がり、私にとっては燗酒が恋しい季節になってまいりました。
　10月1日の「日本酒の日」は過ぎてしまいましたが、来る10月18日の記念日を皆様ご存
知でしょうか？

　10月18日は「統計の日」・「ドライバーの日」などいくつかの記念日ではありますが
　何といっても10月18日は「冷凍食品の日」ですね。
　冷凍の「とう（10）」、冷凍食品の管理温度である「-18℃」にちなんで
　1986年に日本冷凍食品協会様が10月18日を「冷凍食品の日」と定めたそうです。
　この記念日に皆様もお気に入りの冷凍食品を探してみてはいかがでしょうか？
　私はどんなお酒にも合う枝豆が大好きです。

　冷凍食品の情報につきましては一般社団法人 日本冷凍食品協会様のサイトが大変充実
しています。
　冷凍食品の歴史・知識・調理方法等、冷凍食品にご興味のある方は是非ご覧ください。
　こちらです
⇒⇒⇒　http://r34.smp.ne.jp/u/No/2532106/B4FCJ9H7ci0D_18/reishokukyo.html

●当会の試験結果について、もっと踏み込んでお知りになりたいお客様へ
　
　当会の試験結果証明書において「検出せず」という記述があります。
　これは測定対象物の量が定量可能なレベル未満であったという表現で、
　測定対象物が全く存在しないことを謳っているものではありません。
　「検出せず」という結果でも、「ギリギリ検出せず」だったのではないだろうかと
　測定対象物の僅かな残留を心配される方もいらっしゃるのではないでしょうか？
　
　また、大腸菌群「陽性」という結果においても、大腸菌群に分類される菌の中の
　何菌が陽性であったのか、お知りになりたいケースもあるのではないでしょうか？

　異物試験の結果においても、「混入物は魚類の肉片と推測される」では情報が乏しく
　異物混入の原因究明に、魚種を特定したいなどのご要望もあるかと思います。

　当会、お客様の全ての要望に応えきれてはおりませんが、試験結果報告後の
　お客様フォローもいたしております。
　定量するまでには至らない、測定対象物の微量な信号について報告したり、
　陽性であった菌群の種類を特定したり、混入物の素性をより詳細に調べたり等々です。
　試験結果報告から時間が経ちすぎてしまうと、お客様の追加要望に添えないことがあっ
たり、
　フォロー内容によっては追加で費用・お時間をいただく場合がございますが
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　ご相談は無料ですので、お気軽にご相談ください。

※このメールはご登録いただいたメールアドレスに自動で送信しています。
本メールにお心当たりがない場合には、第三者による誤登録、不正登録等の
可能性があります。お手数ですが当会までご連絡頂けますようお願い申し上げます。
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　一般財団法人　日本冷凍食品検査協会
　〒105-0012　東京都港区芝大門2-4-6
　TEL　03-3438-1411  FAX  03-3438-1980
◆◆バックナンバーはこちらから
　　http://r34.smp.ne.jp/u/No/2532106/dk7PCGH7ci0D_18/back_number.html
◆◆メールマガジンの登録情報変更・配信停止はこちらから
　https://area34.smp.ne.jp/area/cl/2532106/24XDGHG5EU6d/M?S=ngmhp4li
◆◆当会の個人情報の取扱いにつきましては、当会ウェブサイトに掲載しております。
　ウェブサイトのプライバシーポリシーをご覧下さい。
　http://www.jffic.or.jp/privacy
◆◆当会ではお客様の個人情報を次の目的で使用させていただきます。
　・当メールマガジンの発送
　・E-メール等による当会からの情報提供
　・お客様ニーズ把握のための顧客動向分析
----*----*----*----*----*----*----*----*----*----*----*----*----*----*----
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